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一
瞬
の
う
ち
に
家
や
財
産
を
灰
に
し
、
と
き
に
は
尊
い
人
命
を
行
い
、
隣
近
所
よ

で
巻
き
込
む
恐
ろ
し
い
火
災
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
人
災
」
で
す
。
火
に
対
す
る
ち

よ
つ
と
し
た
不
注
意
や
不
始
末
が
人
火
災
に
つ
な
が
り
ま
す
何
よ
り
も
人
事
な
こ

と
は
、
「
火
事
を
出
さ
な
い
」
た
め
の
心
が
ま
え
と
知
恵
だ
と
1
一
‥
え
ま
す
。

　

ト
二
月
は
、
年
末
年
始
を
迎
え

る
あ
わ
た
だ
し
さ
と
暖
房
器
随
な

ど
火
の
取
り
扱
い
が
多
く
な
り
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。

　

「
火
収
を
出
さ
な
い
」
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
を
今
一
度
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。

▼
織
國
麟
腿
S
天
ぷ
ら
を
揚

げ
る
と
き
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い

」
L
冷
凍
食
品
の
普
及
に
よ
る
揚
げ

　

物
が
増
え
、
台
所
の
コ
ン
ロ
か

　

ら
出
火
す
る
火
災
が
急
増
中
。

　

主
婦
の
油
に
対
す
る
認
識
不
足

　

が
原
閃
。

I
そ
の
場
を
離
れ
る
と
き
は
必
ず

　

火
を
消
す
。
食
用
油
の
発
火
点

　

は
三
百
に
几
ト
度
で
す
。

I
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
周
囲
や
卜
部
に

　

燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
。

▼
籐
一
聡
閥
臨
阿
』
燃
え
や
す
い

も
の
を
近
づ
け
な
い
。

ド
カ
ー
テ
ン
の
近
く
で
使
っ
た
り

　

ス
ト
ー
ブ
の
L
で
洗
濯
物
な
ど

を
ト
さ
な
い

②
給
油
は
火
を
消
し
て
か
ら
行
う
。

③
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
対
震
自
動
消

　

火
装
置
付
き
を
使
う
。
正
し
く

　

機
能
す
る
か
点
検
・
幣
備
を
怠

　

ら
な
い
。

▼
一
｀
一
｀
W
W
謄
ぼ
と
寝
た
ば
こ
、

た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
厳
禁
。

①
た
ば
こ
は
決
め
た
場
所
以
外
で

　

は
吸
わ
な
い
。

②
灰
肌
は
大
き
め
の
も
の
を
使
用

　

し
、
常
に
水
を
入
れ
て
お
く
。

③
歩
行
中
や
作
業
中
に
く
わ
え
た

　

ば
こ
を
し
な
い
。

④
火
の
つ
い
た
た
ば
こ
を
放
置
し

　

な
い
。
そ
の
場
を
離
れ
る
と
き

　

は
完
全
に
火
を
消
し
て
か
ら
。

▼
回
麟
皿
一
輔
匹
心
風
の
強
い
と

き
は
ヽ
た
き
火
を
し
な
い
。

①
た
き
火
を
す
る
と
き
は
、
そ
の

　

場
を
絶
対
に
離
れ
な
い
。

②
周
辺
の
燃
え
や
す
い
も
の
や
危

　

険
物
を
か
た
づ
け
る
。

③
水
を
入
れ
た
バ
ケ
ツ
を
忘
れ
ず

　

準
備
し
て
お
く
。

④
た
き
火
が
終
わ
っ
た
ら
、
完
全

　

に
火
を
消
す
。

▼
四
階
ぼ
｛
｀
一
″
り
一
一
お
年
寄
り
の

部
屋
は
ニ
階
に
し
な
い
。

①
火
災
で
は
「
魔
の
二
階
」
と
い

　

わ
れ
死
に
事
故
が
多
い
た
め
、

　

お
年
寄
り
や
f
ど
も
、
病
人
の

　

部
屋
は
二
階
を
避
け
る
。

平
成
元
年

火
災
統
計

　

平
成
元
年
に
大
野
市
で
発
生
し

た
火
災
は
十
件
で
、
過
去
五
年
間

と
比
較
す
る
と
減
少
し
て
い
ま
す
。

火
災
に
よ
る
死
傷
者
の
数
は
、
逆

に
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
二
年

上
半
期
の
死
傷
者
は
す
で
に
五
人

と
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

出
火
原
因
で
は
、
ス
ト
i
ブ
や

台
所
の
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
が
多
く

冬
場
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

月別火災件数と損害額
建物用途別火災状況



●大4ニ夫？あなたの火の用心

コ
お
年
寄
り
に
は
、
枕
。
几
や
ト
イ

　

レ
な
ど
行
動
範
囲
に
応
じ
て
呼

　

び
鈴
を
川
意
す
る

③
ガ
7
の
足
栓
や
電
気
器
け
ハ
の
差

　

し
込
み
な
ど
、
寝
る
前
に
家
族

　

が
お
年
寄
り
の
部
屋
を
確
か
め

　

る
が
憤
を
つ
け
る
。

1
お
年
寄
り
を
家
に
残
し
て
外
出

　

す
る
と
き
は
、
必
ず
近
所
に
声

　

を
か
け
る

火
｛
遊
大
ひ

子
ど
も
に
マ

ツ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い
。

―
．
j
ど
も
の
目
に
つ
く
と
こ
ろ
に
、

　

マ
ヴ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
を
置
き
っ

　

ば
な
し
に
し
な
い
、

ヽ
リ
一
目
ご
ろ
か
ら
子
供
に
、
火
の
止

　

し
い
使
い
万
や
恐
ろ
し
さ
を
き

　

ち
ん
と
教
え
る
I
、

j
‐
花
火
を
す
る
と
き
は
必
ず
人
人

　

が
付
き
添
う
、
広
い
場
所
を
選

　

び
、
水
を
川
意
し
て
お
く
、

放
会
一
火

家
の
回
り
に

燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

―
新
聞
紙
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の

　

を
家
の
回
り
に
置
か
な
い
、

②
夜
に
出
す
家
庭
の
ご
み
が
放
火

　

の
的
に
な
り
や
す
い
。
ご
み
は

　

指
定
さ
れ
た
目
の
朝
に
出
す
よ

　

う
に
心
が
け
る
。

‥
え
に
き
家
、
巾
暉
、
物
置
き
な
ど

　

の
戸
締
ま
り
は
、
し
っ
か
り
と

　

忘
れ
ず
に
。

火皿矛のとき

一初期活動の3原則－

1。早く知らせる
小さな火だと思っても、一

人や家族だけで消そうとし

ないことが大切です。大声を出して近所に応援を求め、

119番に通報します。

2。早く消火する
出火から3分以内なら誰で

も消火ができます。炎を恐

れず勇気と落き着きをもって初期消火をします。消火

器や水だけでなく手近なもの（座ふとんで火をたたく、

毛布で火をおおう）を活用します。

3…早く逃げる
天井に火が移ったら素人の

手には負えません。部屋の

窓やドアを締めて早く避難します。

1
1
謳
皮
ｕ

　

家
庭
で
の
初
期
消
火
に
、
。
番
頼
り
に
な
る
の
が
消
火

器
で
す
。
せ
っ
か
く
備
え
て
あ
っ
て
も
、
使
い
方
が
分
か

ら
な
か
っ
た
り
、
寿
命
が
さ
て
い
た
の
で
は
、
も
し
も
の

と
き
に
人
変
で
す
、
定
期
的
に
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

消
火
は
、
落
ち
着
い
て
／

　

消
火
器
は
、
誰
に
で
も
簡
単
に

使
え
ま
す
。
購
人
の
時
に
、
実
際

に
1
に
し
て
説
明
を
受
け
、
家
族

令
‥
只
が
使
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　

肝
心
な
の
は
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
落
ち
着
い
て
使
う
こ
と
で
す
。

防
火
訓
練
が
催
さ
れ
る
と
き
に
は
、

隣
近
所
誘
い
八
‥
わ
せ
て
参
加
し
、

消
火
器
の
操
作
に
慣
れ
て
お
き
た

い
も
の
で
す
、

ど
ん
な
消
火
器
を
買
え
ば
？

　

火
災
に
は
、
普
通
・
油
・
電
気

の
三
拝
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

火
災
に
適
応
す
る
消

火
器
と
し
て
、
一
般

的
に
は
制
炎
性
が
高

い
A
B
C
粉
末
消
火

器
が
普
及
し
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
大
ぷ
ら
油

火
災
用
と
し
て
強
化

液
消
火
器
を
備
え
れ

ば
一
層
効
米
的
で
す
。

　

購
人
の
際
は
、
旧

家
検
定
八
日
格
マ
ー
ク

の
つ
い
た
消
火
器
で
あ
る
こ
と
を

必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
、

消
火
器
の
寿
命
は
？

　

消
火
器
は
．
使
用
し
な
く
て
も

長
年
の
間
に
老
化
し
ま
す
．
秘
命

は
、
お
お
む
ね
八
年
で
す
が
．
斤

年
を
目
安
に
点
検
し
て
く
だ
さ
い
、

　

十
月
十
斤
日
に
発
生
し
た
明
倫

町
の
火
災
で
、
お
年
寄
り
の
救
出

と
消
火
器
な
ど
で
初
期
消
火
に
当

た
っ
た
凡
人
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
た
か
ら
松
ド
町
〈
［
s
i
．
さ

ん
（
ド
麻
生
鴫
）
黒
田
さ
だ
f
さ

ん
（
元
町
）
ド
村
和
美
さ
ん
（
明

倫
町
）
佐
藤
勇
さ
ん
（
金
沢
市
）

中
山
迦
上
さ
ん
（
福
井
市
）

●操作は簡単一－イチ、二、サぶ・・S，



除雪に

　

ご協力ください

　

いよいよ雪の季節を迎えます。市や県では、

除雪に万全の態勢で臨むための準備を進めて

います。皆さんの除雪に対するご理解とご協

力をお願いします。

　

道
路
の
除
雪
は
市
役
所
建
設
課

（
防
雪
基
地
）
と
大
野
土
木
事
務
所

が
当
た
り
ま
す
。
積
雪
ト
忖
で
直

ち
に
出
動
し
ま
す
。
夜
間
に
禎
雪

が
あ
る
と
き
は
、
早
朝
三
時
ご
ろ

か
ら
作
業
を
開
始
し
ま
す
。

　

除
雪
は
、
交
通
量
の
多
い
幹
線

道
路
や
バ
ス
路
線
を
優
先
的
に
行

い
、
通
勤
・
通
学
路
を
確
保
し
ま

す
。

　

効
率
の
よ
い
除
雪
作
業
が
で
き

る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ん
は
次
の

点
に
ご
配
慮
く
だ
さ
い
。

1
1
1
1
1
1
1
1
自
自
―
―
―
―
‐
1
1
1
1
1
1
－
l
－
1
一
一

　

路
ｙ
£
一
鮭
宍
畢
ぽ
巌
宍
禁

　

路
上
に
車
が
放
置
さ
れ
て
い
る

と
除
雪
が
で
き
ま
せ
ん
。
昼
夜
を

問
わ
ず
、
路
上
駐
車
は
絶
対
や
め

て
く
だ
さ
い
。
も
し
除
雪
服
が
車

を
傷
つ
け
て
も
責
任
は
負
え
ま
せ

ん
。
悪
質
な
場
八
‥
は
、
強
制
撤
去

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
1
1
1
1
1
1
1
1
1
－
I
I
I
り
1
1
1
－
－
1
－
1
1
1
1
1
1
1
1
雪
荼
3
I
也
ば
太
一
ぷ
斎
に

一
‐
1
1
1
1
1
1
‐
1
1
1
1
自
1
－
‐
‐
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

　

市
街
地
で
の
雪
下
ろ
し
は
、
町

内
会
で
よ
く
話
し
合
っ
て
、
計
画

的
に
実
施
し
て
く
だ
さ
い
、
路
上

に
落
と
し
た
雪
は
、
速
や
か
に
流

吉
溝
や
指
定
さ
れ
た
雪
捨
て
場
で

処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

流
雪
溝
に
詰
め
込
次
な
吋

―
―
1
1
1
1
I
f
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
自
1
1
1
1

一
度
に
多
‥
東
の
雪
を
流
雪
溝
に

詰
め
込
む
と
水
が
あ
ふ
れ
出
し
た

り
、
か
え
っ
て
効
率
が
悪
く
な
り

ま
す
。
水
：
；
E
！
i
に
応
じ
て
適
‥
璽
を
流

し
て
く
だ
さ
い
。
使
用
中
は
危
険

で
す
か
ら
目
印
を
立
て
、
使
用
後

は
必
ず
ふ
た
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
。

道
路
ぎ
ね
原
1
設
に
d
D
S

1
－
1
－
1
1
1
1
1
1
1
－
I
I
自
1
1
1
1

　

道
路
ぎ
わ
に
あ
る
塀
や
車
庫
、

植
木
な
ど
が
雪
に
隠
れ
て
い
る
と
、

除
雪
で
壊
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

破
損
防
止
の
た
め
、
ポ
ー
ル
や
竹

ざ
お
（
高
さ
約
三
‐
）
に
赤
布
の

目
印
を
つ
け
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

麦
な
ど
の
裏
作
農
地
に
も
お
忘
れ

な
く
、

’
1
1
－
1
1
1
1
1
1
1
‐
I
I
り
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
’
除
雪
後
の
道
路
価
雪
准
捨
刄
な
い

　

1
1
1
1
1
1
‐
‐
‐
‐
－
1
1
1
1
1
－
1
1
1

　

除
雪
車
が
通
っ
た
後
、
屋
根
雪

な
ど
を
出
さ
な
い
よ
う
に
。
交
通

の
妨
げ
に
な
る
ば
か
り
か
大
事
故

の
も
と
に
な
り
ま
す
。
玄
関
先
が

除
雪
で
ふ
さ
が
っ
た
と
き
は
、
各

戸
で
手
直
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
－
1
－
1
1
1
1
1
1
‐
1
1
1
1
1
・
防
火
施
設
周
辺

゜ の
除
雪
を

　

i
l
―
‐
－
I
I
i
―
！
‐
1
1
1
‐
―
－
1
1
1
‐
‐
―
‐
I
―
I

　

火
災
が
多
く
発
生
す
る
の
が
降

吉
期
。
ど
ん
な
に
道
路
が
除
雪
さ

れ
て
い
て
も
消
火
栓
や
防
火
水
槽

が
雪
に
埋
も
れ
て
い
た
石
大
変
で

す
。
常
に
除
雪
し
て
お
く
か
、
す

ぐ
わ
か
る
よ
う
に
目
印
を
つ
け
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

雪
捨
て
楊
は
、
市
内
に
7
ヵ
所

　

市
で
決
め
ら
れ
た
雪
捨
て
場
は
、

市
内
に
七
ヵ
所
あ
り
ま
す
、
指
定

さ
れ
た
場
所
を
よ
く
確
認
し
て
排

雪
し
て
く
だ
さ
い
。

　

排
雪
す
る
際
は
、
運
搬
中
に
こ

ぼ
し
た
り
、
交
通
の
妨
げ
に
な
ら

な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

雪捨て場



無
束
年
始
の
市
の
業
務

一
般
業
務
は
雨
『
轍
ま
で
、
新
年
は
n
i
』
か
ら

市
民
課
窓
口
業
務

　

戸
籍
謄
抄
本
や
住
民
票
、
各
種

証
明
書
の
発
行
な
ど
の
窓
口
業
務

は
、
1
9
一
月
2
9
日
山
の
午
後
O
時
3
0

分
ま
で
行
い
ま
す
。
年
末
は
、
窓

口
が
た
い
へ
ん
込
み
合
い
ま
す
。

ご
用
件
は
な
る
べ
く
早
め
に
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

新
年
は
、
4
日
剛
か
ら
平
常
ど

お
り
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

　

出
生
届
…
死
亡
届
な
ど
は
、
休

み
の
間
で
も
市
役
所
当
直
室
（
庁

舎
東
側
人
口
横
）
で
受
け
付
け
ま
す
。

休
日
急
患
診
療
所

　

1
2
月
2
9
日
山
は
、
午
後
1
時
か

ら
9
時
ま
で
が
診
療
時
間
で
す
。

午
後
9
時
以
降
3
0
日
州
午
前
8
時

ま
で
は
、
医
師
が
待
機
し
て
急
患

を
受
け
付
け
ま
す
。
来
所
の
際
は

事
前
に
電
話
連
絡
（
L
6
5
－
7
3

3
3
）
を
忘
れ
ず
に
。

　

3
1
日
は
、
平
日
扱
い
で
診
療
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

元
日
か
ら
3
日
出
ま
で
は
、
午

前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
が
診

療
時
間
で
す
。
い
ず
れ
も
夜
間
診

療
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

ご
み
・
し
尿
処
理

…
ご
み
収
集

　

1
2
月
2
9
日
の
土
曜
収
集
地
区
ま

で
平
常
ど
お
り
収
集
し
ま
す
。
地

区
に
よ
っ
て
「
燃
え
る
ご
み
」
「
燃

え
な
い
ご
み
」
の
最
終
収
集
日
が

異
な
り
ま
す
。
最
終
日
を
確
認
し

て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
年
は
、
4
日
の
金
曜
収
集
地

区
か
ら
平
常
ど
お
り
開
始
し
ま
す
。

…
ご
み
の
持
ち
込
み

　

年
末
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
持

ち
込
み
は
、
次
の
と
お
り
受
け
付

け
ま
す
。

　

？
1
2
月
2
9
日
出
午
前
8
時
3
0
分

　
　

か
ら
午
後
5
時
ま
で
。

　

？
1
9
一
月
3
0
日
㈲
午
前
8
時
3
0
分

　
　

か
ら
午
後
9
時
ま
で
。

　

新
年
は
、
4
日
か
ら
平
常
ど
お

り
受
け
付
け
ま
す
。

…
空
き
び
ん
回
収

　

1
2
月
中
は
平
常
ど
お
り
各
地
区

ご
と
の
指
定
日
に
回
収
し
ま
す
。

来
年
1
月
と
2
月
は
休
業
し
ま
す

の
で
、
3
月
の
回
収
指
定
日
ま
で

各
家
庭
で
保
管
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

…
し
尿
く
み
取
り

　

1
2
月
2
9
日
出
か
ら
1
月
4
日
溺

ま
で
休
業
し
ま
す
。
年
末
は
特
に

込
み
合
い
ま
す
の
で
、
業
者
へ
の

依
頼
は
お
早
め
に
。

※
清
掃
業
務
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
清
掃
事
務
所
（
東
大

月
容
6
5
－
6
1
2
0
）
ま
で
。

図
書
の
貸
し
出
し

　

図
書
館
は
、
1
2
月
2
8
日
溺
か
ら

1
月
4
日
溺
ま
で
休
館
し
ま
す
。

…
特
別
貸
し
出
し

　

1
2
月
1
4
日
溺
か
ら
2
7
日
附
ま
で

の
期
間
中
（
休
館
日
を
除
く
）
は
、

一
人
何
冊
で

も
借
り
る
こ

と
が
で
き
ま

す
。
貸
し
出

し
期
間
は
、

3
週
間
で
す
。

ご
利
用
く
だ

さ
い
。

大野市地下水保全条例第13条

mm難

監視は私たち市民の目で

　

市街地を中心に、消雪のための地下

水使用は「地下水保全条例」で規制さ

れています。条例では、個人の消雪は

固く禁止され、公益上必要な道路など

も基準観測井（春日公園）の水位によ

り段階的に規制されます。水位が6に

に低下すると道路でも禁止されます。

　

ここ数年、暖冬で冬場の井戸枯れは

ないものの、夏場の地下水低下が見ら

れます。現在、基準観測井の水位は4

へ59ンと昨年同期よりも高くなってい

ますが、油断は禁物です。

　

市では毎冬、木本地域の水田に水を

当て地下水かん養に努めています。水

位の低下に歯止めが掛からないときは、

報道機関や広報車、チラシなどで情報

をお知らせします。

　

市民共有の貴重な財産である地下水

をこの冬も大切に使ってください。

収
入
役
に
吉
村
吾
一
氏
を
再
任

　

1
1
1
－
t
月
3
0
日
で
任
期
満
了
の
収
入
役
に
、

現
職
の
吉
村
吾
一
氏
（
6
1
歳
・
平
沢
領
家
）

が
I
―
一
月
1
4
日
の
臨
時
市
議
会
で
再
任
さ

れ
ま
し
た
。
吉
村
氏
は
、
昭
和
6
1
年
に
選

任
さ
れ
、
今
回
で
二
期
目
で
す
。



こんなことが

　　

ありました

ノダ 大野市の出来事’⑨○

　

平
成
二
年
も
、
は
や
十
二
月

を
残
す
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て
、
皆

さ
ん
の
脳
裏
に
は
何
が
印
象
的

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
大
野
市

の
出
来
事
を
ま
と
め
て
み
ま
し

た
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
年
は
、
大
野
市
の
十
大
ニ

ュ
ー
ス
を
市
民
の
皆
さ
ん
の
投

票
で
決
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

1月
13日市役所第2・第4土

曜閉庁開始20日下庄小

体育館落成24日福田一氏38年

間の代議士生活に終止符

2月
1日世界農林業センサス

実施5日地下水汚染地

域の仮設水道の通水開始10日

4年続きの暖冬でスノーフェス

ティバル昨年に続き中止

3月
1日聖和園でデイ・サー

ビス開始6日越前大野

駅にみどりの窓口8日市議会

副議長に金森幸蔵氏15日エキ

サイト広場（総合体育館）起工

19日国道158号新丁トンネル貫

通22日第3次大野市総合計画

基本構想を議会で承認

4月
1日地元企業就職奨励金

制度発足2日西部児童

センター開館就職ガイドブッ

ク発行22日古河市と姉妹都市

盟約調印、古河市民650人来市

27日蕨生小校舎●体育館落成

5月
27日名水マラソンに2，7

53人参加28日奥越高原

リゾート構想を国が承認

6月
1日越美北線ワンマン化、

鉄道部発足5日広域林

道奥越線（大野一和泉）起工

17日山内武士市長が再選、市議

補選は村西利栄氏20日来年か

ら大野工業高の大野東高への改

称と大高の商業科廃止を県教委

が発表

1

市
役
所
第
2
・
第
4
土

曜
閉
庁
開
始

1．13

2

福
田
一
氏
3
8
年
間
の
代

議
士
生
活
に
終
止
符

9。卯

］
3

4
年
続
き
の
暖
冬
、
ス
ノ

ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
中
止

2JO

4

聖
和
園
で
テ
ィ
ー
サ
ー

ビ
ス
開
始

Z．1

一
5

エ
キ
サ
イ
ト
広
場
（
総

合
体
育
館
）
起
工

3．15

g？｜

目sl

啄
’
6

第
三
次
大
野
市
総
合
計
画

基
本
構
想
、
議
会
で
承
認

乱鴉ブ

古
河
市
と
姉
妹
都
市
の

盟
約
調
印

j5こ2『8

奥
越
高
原
リ
ゾ
ー
ト
構

想
を
国
が
承
認

6．1
　

　

　
9

越
美
北
線
ワ
ン
マ
ン
化

鉄
道
部
発
足

rfisiUT：
C
D

’
1
』

山
内
武
士
市
長
が
再
選



…大野市の出来事’90

㈲
大
野
工
業
高
、
来
年
か

ら
大
野
東
高
に

6．20

⑥
県
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー

竣
エ
（
南
六
呂
師
）

厖丿惑

㈲
大
高
野
球
部
福
商
破
り

甲
子
園
出
場
の
夢
実
現

凱弟

⑩
常
陸
宮
様
を
お
迎
え
し
て

全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
大
会
開
催

8．3

⑤
大
高
甲
子
園
出
場
に
市

が
一
千
万
円
助
成

　　

Z工工乳yゞ¨8

．．

4

：

㈲
市
が
済
生
会
病
院
誘
致

を
断
念

9．14

㈲
地
下
水
汚
染
源
の
土
砂

除
去

9iほ

（囮）

湯
の
谷
で
待
望
の
温
泉

が
湧
出

WOM

⑩
大
高
北
信
越
で
準
優
勝

セ
ン
バ
ツ
出
場
が
濃
厚

㈲。鴎

⑩
国
道
一
五
八
号
崩
壊
箇

所
一
年
半
ぶ
り
に
復
旧

朗。S

応募してください「’90大野市10大ニュース」

　

平成2年の主な出来事20項目を写真

で紹介してあります。「これだ！」と

思う10大出来事を選んでください。

応募方法はがきに住所・氏名・項目

　

番号を書いて大野市役所総務課広報

　

広聴係（唇912大野市天神町1一1）

　

まで。順位は関係ありません。

締切12月17日（土）（消印有効）

＊10項目的中者には、図書券（千円）

　

を進呈。多数の場合は抽選で20人。

7月
12日県自然保護センター

　

（南六呂師）竣工19日

県営「奥越ふれあい公園」都市

計画決定28日大高野球部、福

商を破り甲子園出場決定

8月
2日㈱ツヅキボウが城ま

つりの備品購入に200万

円寄付3日常陸宮殿下をお迎

えして金国スポーツ少年大会開

催4日市の大高甲子園出場助

成金を1，000万円と決定8日

夏の甲子園大会開会式で大高野

球部堂々の行進9日大勢の市

民が駆けつけるなか竜ケ崎一と

対戦、1一3でヽ惜敗21日転作

作物のコスモス満開28日㈱ニ

チコンが青少年健全育成に500

万円寄付30日新庄遺跡発掘調

査終了

9月
1日住民票の抄本などを

郵便局でも受付開始3

日春日児童センター・荒島保育

園改築工事着工14日市長が済

生会病院誘致断念を表明17日

地下水汚染源の土壌の除去開始

22日タカラホーム大野工場完成

23日大徹関19年間の土俵生活に

ピリオド26日済生会病院建設

委員会を解散

10月
1日湯の谷（橋爪）で温

泉湧出国勢調査実施

一時保育開始3日青年会議所

が「市民名水フォーラム」開催

10日大高野球部、北信越大会で

準優勝、春のセンバツ出場濃厚

16日大高野球部後援会が青少年

育成スポーツ振興に300万円寄

付21日2代目ミスおおの決定

27日三大朝市物産まつり

11月
1日中部縦貫道（上志比

一中津川間）が整備計画

区間に昇格2日国道158号崩

壊箇所が1年半ぶりに全面復旧

市総合文化祭3日市政功労者

表彰10日おおの産業フェアー

12日即位の礼14日収入役に吉

村氏再任19日古河市での姉妹

都市調印に市民代表100人参加

12月
15日越美北線開業30周年

記念式典（予定）
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⑩

■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
総
務
課

広
報
広
聴
係
（
天
神
町
－

－
一
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

11月3日六呂師高原でのたいも祭りで

＜るー・39登場 エスキーテニス

　

大野クラブ

県
大
会
優
勝
は
通
算
2
0
回

　

エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス
は
、
「
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
平
和
を
実
現
し
よ
う
」

と
の
願
い
か
ら
、
戦
後
間
も
な
く

広
島
で
生
ま
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
だ
そ

う
で
す
。
コ
ー
ト
は
、
シ
ン
グ
ル

ス
が
三
‥
い
×
八
‐
、
ダ
ブ
ル
ス
が

四
回
×
八
‥
い
で
、
中
央
に
高
さ
瓦

ト
斤
ヅ
の
ネ
ヴ
ト
を
張
り
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
小
さ

く
し
た
よ
う
な
も
の
で
す
。
ボ
ー

ル
は
直
径
四
こ
の
ゴ
ム
ボ
ー
ル
に

羽
根
が
付
い
て
い
て
、
屯
球
よ
り

一
回
り
大
き
め
の
ラ
ケ
ッ
ト
で
打

ち
ま
す
、
テ
ニ
ス
ー
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
・
屯
球
を
混
ぜ
八
‥
わ
せ
た
よ
う

な
ゲ
ー
ム
で
、
狭
い
場
所
で
も
f

軽
に
で
き
ま
す
。

　

大
野
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
五
ト
五

年
に
結
成
さ
れ
た
女
性
だ
け
の
ク

ラ
ブ
で
、
人
野
で
は
し
に
せ
で
す

会
‥
只
は
現
在
ト
斤
人
、
主
婦
、
自

営
業
、
ハ
ー
ト
な
ど
の
人
が
ほ
と

ん
ど
で
時
間
的
な
余
裕
が
あ
り
。

練
習
は
毎
週
火
・
木
・
土
曜
日
の
午

前
十
時
三
十
分
か
ら
県
立
人
野
青

年
の
家
（
中
野
）
で
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
七
月
、
丸
岡
で
全

日
4
選
手
権
大
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、

広
島
県
な
ど
斤
県
か
ら
、

男
女
そ
れ
ぞ
れ
ト
六
チ
ー

ム
二
町
三
十
五
人
が
出
場

し
ま
し
た
。
大
野
ク
ラ
ブ

は
決
勝
で
、
岩
国
製
鉄
所

（
山
‐
）
に
敗
れ
た
も
の
の
、

準
優
勝
を
米
た
し
ま
し
た
。

ト
ー
月
ト
ー
日
に
は
、
県

人
会
連
続
優
勝
ト
ニ
回
、

通
算
で
は
ニ
ト
回
目
の
優

勝
で
県
下
に
敵
な
し
で
す
。

　

最
年
長
で
、
会
長
を
務

め
る
広
漸
光
代
さ
ん
（
‐

h
）
町
・
5
4
歳
）
は
、
「
テ
ニ
ス

ほ
ど
体
力
も
場
所
も
取
ら

ず
、
上
于
な
人
も
ド
f
な
人
も
、

そ
れ
な
り
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。
み
ん
な
練
が
日
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
試
〈
‐

に
出
る
と
い
ヽ
I
緊
張
或
ご
を
味
わ

え
る
楽
し
み
も
格
別
で
す
」
と
、

。
若
さ
″
を
発
散
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

●i

リ｜φ卜り

ままま

4T
ま1
，n

まま

e

ままま｜
『

ヤングコーナー

パ
ソ
コ
ン
通
信
が

　
　

最
大
の
楽
し
み

浅倉由紀恵

（28歳．牛ヶ原）

　

少
し
前
ま
で
、
「
田
舎
な
ん
か

嫌
い
だ
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

「
大
野
は
田
舎
だ
か
ら
つ
ま
ら
な

い
」
と
。
そ
の
く
せ
、
雄
人
な
自

然
の
風
景
や
き
れ
い
な
花
を
見
た

と
き
だ
け
「
田
舎
は
い
い
な
」
と

勝
f
な
こ
と
を
思
っ
て
い
た
り
。

　

そ
ん
な
私
か
、
大
野
を
見
直
し

始
め
た
き
っ
か
け
は
、
越
前
お
く

え
つ
ネ
ッ
ト
と
い
う
パ
ソ
コ
ン
通

儒
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
人
し
た

こ
と
で
す
。

　

農
協
祭
の
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ナ
ー

で
話
を
聞
い
て
、
眼
ハ
味
津
々
で
し

た
。
パ
ソ
コ
ン
と
い
う
と
、
ま
だ

ま
だ
遊
び
の
域
を
脱
し
て
い
な
い

と
思
わ
れ
が
ち
。
も
ち
ろ
ん
、
そ

う
で
は
な
い
と
言
い
切
れ
な
い
面

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
自
分
で
情
報
を
選

択
し
て
い
く
時
代
。
情
報
が
豊
か

で
速
く
、
お
互
い
に
や
り
と
り
が

で
き
る
パ
ソ
コ
ン
通
信
は
、
魅
力

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
誰
も
が
自
由
に
使

え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
オ
ン
ラ
イ
ン

で
手
に
入
れ
る
こ
と
が
出
来
た
り
、

観
光
情
報
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
ニ

ュ
ー
ス
な
ど
も
す
ば
や
く
得
ら
れ

ま
す
。

　

1
0
月
3
日
に
開
催
さ
れ
た
市
民

名
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
お
く
え

つ
ネ
ッ
ト
に
水
に
関
す
る
コ
ー
ナ

ー
を
設
置
。
全
国
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
を
収
集
し
、
会
場
に
掲
示

し
ま
し
た
。
田
舎
と
思
っ
て
い
た

大
野
で
も
こ
ん
な
身
近
に
す
ば
ら

し
い
情
報
を
手
に
す
る
こ
と
が
出

来
る
ん
で
す
ね
。

　

家
に
い
な
が
ら
、
未
知
の
人
と

の
会
話
や
情
報
交
換
が
出
来
る
の

が
、
最
人
の
楽
し
み
で
す
。



私も勺¬XIごk゛

楽
の
練
習
か
で
き
る
施
設
を

　

私
た
ち
は
、
作
詞

作
曲
を
趣
味
と
し
て

日
ご
ろ
か
ら
楽
し
ん

で
い
る
数
人
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。

大
野
で
は
、
若
い
人
の
遊
べ
る
と

こ
ろ
も
少
な
く
、
好
き
な
音
楽
に

触
れ
る
場
と
い
え
ば
、
カ
ラ
オ
ケ

ボ
ッ
ク
ス
ぐ
ら
い
で
す
。
そ
れ
で
、

近
所
迷
惑
を
気
に
し
な
が
ら
仲
間

で
音
楽
を
や
っ
て
い
ま
す
。
最
近

は
バ
ン
ド
ブ
ー
ム
で
、
高
校
生
の

グ
ル
ー
プ
だ
け
で
も
三
十
く
ら
い

あ
る
そ
う
で
す
。
で
も
、
「
近
所
迷

惑
だ
／
・
」
と
怒
ら
れ
た
り
、
私
た

ち
の
よ
う
に
、
仕
事
を
す
ま
せ
て

夜
し
か
練
習
で
き
な
い
も
の
に
と

っ
て
は
、
現
在
の
大
野
で
は
場
所

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

楽
器
屋
さ
ん
の
ス
タ
ジ
オ
で
は

結
構
高
い
と
聞
き
ま
し
た
し
、
公

民
館
や
有
終
会
館
は
借
り
ら
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
そ
の
場
合

の
料
金
は
、
い
く
ら
ぐ
ら
い
で
し

ょ
う
か
。
福
井
ま
で
行
け
ば
あ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
若
者
を
根

付
か
せ
る
た
め
に
も
、
大
野
に
い

い
施
設
が
あ
れ
ば
と
思
う
の
で
す
。

（
春
日
3
・
松
谷
博
美
）

　

一
般
市
民
が
利
用

で
き
る
公
共
施
設
で

消
音
装
置
を
し
た
部

屋
が
あ
る
の
は
、
大
野
有
終
会
館

と
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
す
。

　

大
野
有
終
会
館
（
天
神
町
）
の

音
楽
室
は
、
九
十
五
平
方
‐
で
ス

タ
ン
ド
ピ
ア
ノ
も
備
え
て
あ
り

ま
す
。
部
屋
の
使
用
料
は
、
平
日

の
夜
な
ら
二
千
五
百
円
、
士
曜
。

日
曜
ま
た
は
祝
日
の
夜
は
三
千
三

百
円
で
す
。
ピ
ア
ノ
は
一
時
間
六

百
円
で
す
。
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
中
野
町
3
）
の
音
楽
室
に
も
ピ
ア

ノ
が
あ
り
、
広
さ
は
四
十
八
平
方

‐
で
す
。
使
用
料
は
夜
な
ら
い
つ

で
も
八
百
円
で
す
。
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
の
場
合
、
ホ
ー
ム
の
登
録

者
は
無
料
に
な
り
ま
す
。
両
施
設

と
も
、
文
化
協
会
へ
加
盟
す
る
な

ど
し
て
社
会
教
育
関
係
団
体
と
し

て
認
め
ら
れ
れ
ば
、
使
用
料
の
減

免
規
定
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
大
野
。
上
庄
・
富

田
の
三
公
民
館
と
県
立
大
野
青
年

の
家
（
中
野
）
に
も
ピ
ア
ノ
を
備
え

た
部
屋
が
あ
り
、
特
別
大
き
な
音

を
出
し
て
近
所
迷
惑
に
な
ら
な
け

れ
ば
、
ご
利
用
い
た
だ
け
る
と
思

い
ま
す
。
利
用
料
金
は
、
施
設
の

設
置
目
的
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の

で
、
希
望
施
設
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
（
総
務
課
長
●
加
藤
健
コ

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意

見
な
ど
を
、
は
が
き
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
●
年
齢

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く

だ
さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で

す
が
、
住
所
・
氏
名
の
な
い
も

の
は
採
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
唇
9
1
2
大
野
市

天
神
町
一
の
I
大
野
市
役
所

総
務
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

邑が鴫歌

酒
造
り
4
5
年
の
大
野
杜
氏

久
保
勝
治
♂

阿
難
祖

領
家

●
6
2
歳

　

久
保
勝
治
さ
ん
は
、
毎
年
十

一
月
に
な
る
と
、
福
井
市
内
の

酒
造
会
社
へ
杜
氏
と
し
て
勤
め

ま
す
。
「
杜
氏
」
は
。
蔵
元
か
ら
酒

造
り
の
総
指
揮
を
ま
か
さ
れ
た
、

酒
造
り
職
人
の
長
で
す
。

　

久
保
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
年

旧
藤
島
中
学
を
卒
業
し
ま
し
た

が
、
そ
の
年
の
冬
か
ら
京
都
・

伏
見
の
造
り
酒
家
へ
酒
造
工
と

し
て
働
き
に
出
か
け
、
そ
れ
以

来
十
一
年
間
、
腕
を
磨
い
て
き

ま
し
た
。
昭
和
三
十
一
年
か
ら

は
、
現
在
の
酒
造
会
社
に
請
わ

れ
て
三
十
四
年
間
、
杜
氏
を
務

め
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
久
保

さ
ん
の
造
っ
た
酒
が
、
北
陸
三

県
の
新
酒
鑑
評
会
で
連
続
十
四

回
金
賞
を
獲
得
し
、
全
国
で
も

三
回
、
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
県
下
の
杜
氏
は
二
十

五
人
で
、
糠
杜
氏
と
呼
ば
れ
る

河
野
村
出
身
者
が
二
十
四
人
と

大
野
杜
氏
と
呼
ば
れ
る
久
保
さ

ん
で
す
。
杜
氏
の
仕
事
は
、
酒

造
り
の
全
責
任
を
負
う
も
の
で
、

夜
も
寝
ず
の
番
を
す
る
な
ど
大

変
な
た
め
、
な
か
な
か
、
な
り

手
が
な
い
そ
う
で
す
。

　
　

「
豪
雪
の
時
で
も
仕
込
み
を

中
断
せ
ず
頑
張
っ
た
が
、
家
族

の
こ
と
を
考
え
る
と
涙
が
出
ま

し
た
。
で
も
自
分
の
造
っ
た
酒

が
入
賞
し
た
と
き
は
、
そ
の
苦

労
も
ふ
っ
飛
び
ま
す
」
と
話
す

久
保
さ
ん
で
す
が
、
一
〈
口
の
酒

も
飲
め
な
い
下
戸
だ
そ
う
で
す
。

お
知
ら
せ

●
「
麻
生
夏
代
」
と
共
に

　
　
　

童
謡
コ
ン
サ
ー
ト

　

「
童
謡
の
流
れ
る
ま
ち
大
野
」
を

愛
す
る
会
と
市
生
涯
学
習
推
進
会

議
で
は
、
N
H
K
大
阪
文
化
セ
ン

タ
ー
講
師
で
日
本
童
謡
の
会
近
畿

本
部
長
の
麻
生
夏
代
先
生
を
迎
え

て
、
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま

す
。
あ
な
た
も
い
っ
し
ょ
に
歌
い

ま
せ
ん
か
。
入
場
無
料

と
き
1
2
月
2
日
⑧
午
後
2
時
～

と
こ
ろ
大
野
有
終
会
館
3
階

●
年
賀
は
が
き

　

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ワ
ー
ル

　

自
作
や
受
け
取
っ
た
年
賀
は
が

き
で
、
デ
ザ
イ
ン
の
よ
い
も
の
を

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
ゴ
ム
版
、

イ
モ
版
・
水
彩
画
・
毛
筆
・
は
り

絵
な
ど
な
ん
で
も
結
講
で
す
が
、

印
刷
所
で
印
刷
さ
れ
た
も
の
は
除

き
ま
す
。

応
募
作
品
市
民
の
自
作
ま
た
は

　

市
民
が
受
け
取
っ
た
作
品

受
付
期
間
1
月
4
日
固
～
1
7
日

　

④

主
催
・
提
出
先
大
野
公
民
館
（
明

　

倫
町
3
－
2
8
酋
6
6
・
2
8
2
8
）

賞
小
学
生
・
中
学
生
・
一
般
の

　

3
部
門
に
分
け
、
最
優
秀
賞
・

優
秀
賞
な
ど
。
入
賞
者
に
賞
品
、

　

応
募
者
全
員
に
粗
品
進
呈
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風
邪
結
王
回

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
「
風
邪
」
の
一
種
で
す
が
、
普
通
の
風

邪
よ
り
症
状
が
重
く
、
伝
染
力
も
強
力
で
す
。
時
々
、
大
流
行

し
て
、
多
数
の
死
者
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
「
風
邪
の
王
様
」
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
風
邪
の
季
節
で
す
。
風
邪
だ
か
ら
と
甘
く
見
が
ち
で
す

が
、
「
風
邪
は
万
病
の
も
と
」
予
防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

流
行
の
仕
方

ま
ず
児
童
・
生
徒
に
流
行

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
は
、

秋
風
が
身
に
凍
み
る
十
月
ご
ろ
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
ま
ず
、
子
供
た

ち
の
集
団
生
活
の
場
で
あ
る
保
育

所
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
を
中
心

に
起
こ
り
流
行
が
増
幅
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
感
染
し
た
子
供
た
ち
が
家

庭
に
持
ち
帰
り
、
今
度
は
地
域
全

体
に
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
、
最
も
か

か
り
や
す
い
の
が
五
歳
か
ら
十
四

歳
く
ら
い
ま
で
。
の
児
童
・
生
徒
で

次
い
で
高
校
生
で
す
。
ま
た
死
亡

率
の
高
い
の
は
、
乳
幼
児
と
六
十

五
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
し
ば
し

ば
、
肺
炎
な
ど
の
合
併
症
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。
こ
れ
が
重
症
化
し

や
す
い
原
因
で
す
。

予
防
対
策

栄
養
と
睡
眠
を
十
分
に

　

予
防
対
策
と
し
て
は
、
2
栄
養

と
睡
眠
を
十
分
に
と
る
2
身
体
を

鍛
え
る
3
外
か
ら
帰
っ
た
ら
う
が

い
を
す
る
④
必
要
以
上
に
人
ご
み

へ
出
な
い
⑤
予
防
接
種
を
受

け
る
な
ど
で
す
。
こ
の
よ
う

に
一
般
的
な
予
防
法
し
か
な

く
、
こ
れ
な
ら
確
実
と
い
う

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

毎
年
変
わ
る

　

ウ
イ
ル
ス
の
型

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ウ
イ

ル
ス
は
、
少
し
ず
つ
型
を
変

え
な
が
ら
流
行
を
繰
り
返
す

の
が
特
徴
で
す
。
で
す
か
ら
、

予
防
接
種
に
使
わ
れ
る
ワ
ク

チ
ン
は
、
そ
の
年
に
流
行
す

る
ウ
イ
ル
ス
の
型
を
予
想
し

て
作
ら
れ
ま
す
。
予
想
し
た
型
と

実
際
流
行
す
る
型
と
が
一
致
す
る

か
ど
う
か
が
、
効
果
の
決
め
手
で

す
。
ま
た
、
一
致
し
た
と
し
て
も
、

そ
の
効
果
は
絶
対
的
な
も
の
で
は

な
く
、
か
か
り
に
く
く
し
た
り
、

か
か
っ
て
も
重
症
に
な
る
の
を
防

ぐ
程
度
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
は
2
回
す
る

　

大
野
市
で
は
、
予
防
接
種
を
各

小
・
中
・
高
等
学
校
で
実
施
す
る

ほ
か
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
も
し
て

い
ま
す
。
今
年
ま
だ
、
ま
に
あ
う

接
種
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ご

希
望
の
方
は
お
い
で
く
だ
さ
い
。

体
温
計
を
お
持
ち
の
方
は
、
体
温

を
測
っ
て
か
ら
来
て
く
だ
さ
い
。

当
日
、
問
診
票
に
体
温
を
記
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

は
、
四
週
間
ほ
ど
の
間
隔
を
お
い

て
二
回
し
ま
す
。
一
回
だ
け
で
は

十
分
な
効
果
が
望
め
ま
せ
ん
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

　
　
　
　

予
防
接
種

と
き
1
2
月
7
日
⑨
・
2
1
日
図

　

午
後
1
時
3
0
分
～
2
時
1
5
分

と
こ
ろ
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
品
印
鑑

手
数
料
―
回
当
た
り

　

幼
稚
園
児
…
…
2
0
0
円

　

小
学
生
…
…
…
2
5
0
円

　

中
学
生
以
上
・
：
3
5
0
円

皆さんの健康づくりを後押しします…保健センター（容65－7333）
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ジヤンボサツマ芋にびっくり

　

「
う
わ
あ
見
て
、
見
て
！
」
春

日
児
童
館
の
畑
で
、
子
供
た
ち
が

サ
ツ
マ
芋
を
掘
っ
た
と
こ
ろ
、
特

大
の
サ
ツ
マ
芋
が
採
れ
ま
し
た
。

長
さ
5
0
？
、
胴
回
り
4
0
？
、
重
さ
4

j
。
掘
り
当
て
た
の
は
、
桐
林
隆

幸
君
（
有
終
南
小
二
年
）
で
、
五

人
が
か
り
で
引
き
抜
さ
ま
し
た
。

1
0
月
2
7
日
に
天
ぷ
ら
や
ス
ィ
ー
ト

ポ
テ
ト
に
し
て
食
べ
ま
し
た
。

国
道
響
畠
崩
壊
、
一
年
半
ぶ
り
に
復
旧

し
事
ぷ
事
鉄
ん
事

壊
工
半
工
の
込
工

崩
旧
年
旧
に
ち
が
・

が
復
1
復
2
打
す
た
面
の

ヽ
な
径
を
で
し
路

丿
時
的
直
本
乱
ま

然
係
3
格
ヽ
9
9
リ
突
地
後
本
リ
い
幅
か

｀
野
午
゜
ま
く
ヽ
か
日
唯
日
た
始
製
に
円

2
下
2
し
ら
ト
7
0
万
月
引
月
ま
か
一
長
千

5
原
‥
1
1
一
し
月
り
延
4
の

1
5
゜
通
9
ク
・
億
年
道
了
開
年
ン
強
3

昨
国
完
に
昨
コ
補
は

　

た
が
り
は
筋
で
費

大
徹
関
、
応
援
四
お
礼
に
母
校
を
訪
問

　

10月26日、大徹関が引退のあいさつ

に来市。市長を訪問した後、母校の上

庄中で力士生活の思い出を語り、全校

生徒から大きな拍手を浴びました。大

徹関は、昭和46年初土俵、62年春場所

には小結まで昇進。右ひじの悪化で今

年9月の秋場所後に引退し、年寄「湊

川」を襲名。後進の指導に当たります。

i
｀
4
『
7
『
1
1
1
1
j
″
1
り
！
『
j
4
1
1
ま
ま
ゝ
1
、
‐
Q
』
『
。
。
、
貼
一
価
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錦
鯉
、
一
足
早
く
冬
ご
も
り

　

越冬のため、新堀川に放流されてい

る錦鯉の引二）越しが11月5日に行われ

ました。魚の住める川を取り戻そうと

市と観光協会が昭和63年に放流、新堀

川を守る会が川を清掃しエサを与えて

います。体長60だの大物に市職員も水

しノぷさを浴びて苦戦の連続。134匹の錦

鯉が養魚場へ運ばれました。

ミ
ニ
動
物
園
も
春
ま
で
お
別
れ

　

子供たちに人気のある円山公園ミニ

動物園の主役たちが、11月13日に引つ

越しをしました。六呂師高原振興会の

6人が朝から逃げ回る主役を捕まえよ

うと悪戦苦闘。ポ二－6頭、ウサギ44

匹、ヤギ6頭、羊3頭が住み慣れたわ

が家を離れて、来春まで近くの畜舎で

冬ごもりをします。

君原健二の「ランニング」教室

　

メ
キ
シ
コ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
銀

メ
ダ
リ
ス
ト
君
原
健
二
さ
ん
の

「
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
」
が
1
0
月
2
6
日

に
開
か
れ
ま
し
た
。
有
終
東
小
体

育
館
に
市
外
か
ら
の
指
導
者
も
含

め
2
6
人
が
受
講
。
レ
ー
ス
で
の
途

中
放
棄
が
一
度
も
な
か
っ
た
君
原

さ
ん
は
「
無
理
な
走
り
方
は
避
け
、

自
分
に
あ
っ
た
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
心

が
け
て
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。



お
知
ら
せ

JII消

・
保
育
所
の
入
所
申
し
込
み

　

2
8
日
ま
で
受
け
付
け

　

来
年
4
月
入
所
の
市
内
保
育
所

（
公
立
・
私
立
と
も
）
の
入
所
申
し

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

入
所
資
格
原
則
と
し
て
平
成
2

　

年
9
月
3
0
日
以
前
に
生
ま
れ
、

　

保
護
者
が
病
気
や
仕
事
な
ど
で

　

保
育
で
き
な
い
家
庭
の
乳
幼
児

受
付
期
間
1
2
月
1
日
①
～
2
8
日

　

2
申
込
方
法
市
福
祉
事
務
所
児
童

　

係
（
市
役
所
内
）
ま
た
は
最
寄

　

り
の
保
育
所
に
備
え
て
あ
る
申

　

請
書
に
、
必
要
事
項
を
記
入
、

　

関
係
書
類
を
添
え
て
提
出

入
所
決
定
後
日
面
接
と
調
査
の

　

土
、
3
月
土
句
に
可
否
を
通
知

…
難
病
な
ど
の
人
に
見
舞
金

　

原
因
不
明
の
症
状
で
、
治
療
が

極
め
て
困
難
な
特
定
疾
患
や
こ
れ

に
類
す
る
疾
病
に
か
か
り
、
治
療

を
続
け
て
い
ら
れ
る
方
を
激
励
す

る
た
め
、
市
で
は
毎
年
一
回
特
別

見
舞
金
を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、
一
年
以
土
市

内
に
住
み
、
6
ヵ
月
以
土
入
院
ま

た
は
通
院
に
よ
り
治
療
を
受
け
て

い
る
人
で
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は

保
健
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
請
書
類

に
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
平

成
3
年
1
月
1
0
日
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
は

市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
篠
座
1
1
7
－
6

－
―
酋
6
5
・
7
Q
a
Q
j
Q
J
）
へ
o

…
繊
維
ポ
ス
タ
ー

　

コ
ン
ク
ー
ル

　

大
野
織
物
工
業
協
同
組
合
で
は

織
物
産
地
か
ら
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産

地
へ
の
脱
皮
を
目
指
す
大
野
の
繊

維
産
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図

る
た
め
、
次
の
と
お
り
ポ
ス
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

作
品
の
内
容
繊
維
の
イ
メ
ー
ジ

　

を
象
徴
し
「
お
お
の
」
ま
た
は

　

こ
れ
を
連
想
さ
せ
る
標
語
を
入

　

れ
た
作
品

規
格
B
4
判
以
土
A
2
判
以
下

　

の
画
用
紙
ま
た
は
ヶ
ン
ト
紙
使

　

用
、
画
材
・
色
数
は
自
由

対
象
奥
越
地
域
の
高
校
生
と
一

　

般
住
民

締
切
平
成
3
年
1
月
3
1
日

賞
金
賞
高
校
の
部
図
書
券
3

　

万
円
、
一
般
の
部
5
万
円
、
そ

　

の
他
銀
賞
、
銅
賞
、
参
加
賞

…
食
生
活
と
健
康
を
考
え
る

　
　

「
親
子
講
座
L

　

親
子
で
、
食
品
の
簡
易
テ
ス
ト

を
し
て
、
食
生
活
と
健
康
に
つ
い

て
考
え
る
「
親
子
講
座
」
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

と
き
1
2
月
1
5
日
①
午
後
2
時
～

と
こ
ろ
図
書
館
2
階
視
聴
覚
室

対
象
小
学
校
4
年
生
以
上
の
児

　

童
と
そ
の
親
（
児
童
ま
た
は
親

　

だ
け
も
可
）

定
員
先
着
5
0
人

締
切
1
2
月
1
1
日
⑧

申
込
先
市
役
所
生
活
環
境
課

（
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
6
3
）

　

ま
た
は
図
書
館
（
酋
6
5
・
5
5
0

　

0
）

・
お
せ
ち
料
理
教
室

　

大
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
は
、
正
月
に
役
立
つ
「
お
せ
ち

料
理
」
の
教
室
を
開
き
ま
す
。

と
き
1
2
月
2
2
日
①
午
前
9
時
3
0

　

分
～
正
午

と
こ
ろ
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　

（
中
挾
1
1
1
6
0
1
酋
6
5
・
6

　

8
4
0
）

内
容
手
軽
に
で
き
る
正
月
料
理

受
講
料
1
、
5
0
0
円

定
員
先
着
2
4
人

申
込
方
法
1
2
月
1
8
日
ま
で
に
受

　

講
料
を
添
え
て
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

暮
ら
し
の

ア
ド
バ
イ
ス

寸法などよく見極めて

白外回縦衣厠国眺口入

　

最
近
は
、
市
場
に
輸
入
衣
料

が
た
く
さ
ん
出
回
っ
て
い
ま
す

し
、
個
人
輸
入
や
海
外
旅
行
で

外
国
製
品
を
求
め
る
人
も
増
え

て
い
ま
す
。
輸
入
品
で
あ
っ
て

も
、
国
内
で
市
販
さ
れ
る
衣
料

品
は
、
す
べ
て
家
庭
用
品
品
質

表
示
法
が
適
用
さ
れ
る

た
め
、
寸
法
、
品
質
表

示
、
取
り
扱
い
表
示
な

ど
は
、
国
産
品
と
同
じ

で
、
何
ら
不
自
由
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
が
、
海
外
か

ら
の
個
人
輸
入
や
通
信

販
売
、
海
外
旅
行
で
買

う
場
合
は
、
そ
の
国
の

表
示
方
法
を
知
ら
な
い

と
、
体
に
合
っ
た
も
の

が
手
に
入
ら
な
か
っ
た

り
、
正
し
い
取
り
扱
い

が
で
き
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。

　

ま
ず
サ
イ
ズ
で
す
が
、
E
C

（
欧
州
共
同
体
）
諸
国
は
、
I
S

O
（
国
際
標
準
規
格
）
で
、
体
そ

の
も
の
の
寸
法
を
表
す
「
身
体

寸
法
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
J
I
S
規
格
は
、
I
S

O
に
準
じ
た
身
体
寸
法
で
す
の

で
、
日
本
と
同
じ
と
考
え
て
よ

い
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
は
公
的

な
決
ま
り
が
な
く
、
ほ
と
ん
ど

が
衣
料
品
そ
の
も
の
の
出
来
土

が
り
寸
法
で
あ
る
「
衣
料
寸
法
一

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

し
か
も
単
位
が
イ
ン
チ

で
す
の
で
、
日
本
の
サ

イ
ズ
と
簡
単
に
は
比
較

で
き
ま
せ
ん
。
十
分
検

討
し
て
か
ら
サ
イ
ズ
を

決
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
現
地
で
買
う
と
き

は
、
必
ず
試
着
を
し
て

か
ら
買
い
ま
し
ょ
う
。

　

取
り
扱
い
表
示
は
、

E
C
諸
国
と
カ
ナ
ダ
は

日
本
と
同
じ
「
絵
表
示
」

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
は
簡
単
な
英
文
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
国
に
よ
っ

て
、
洗
い
方
か
ら
洗
濯
機
の
構

造
ま
で
異
な
り
ま
す
か
ら
、
外

国
製
品
の
取
り
扱
い
は
、
「
表

示
」
だ
け
に
頼
ら
ず
、
十
分
な

注
意
が
必
要
で
す
。

ニ
こ
の
欄
は
、
消
費
生
活
に
関
す
る
市

民
の
方
々
か
ら
の
相
談
内
容
を
基
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
ご
相
談
は
市
消
費
生

活
相
談
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
生
活
環
境

課
内
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
6
3
）
へ
。



●INFORMATION

子昌飽印ん脂診

　

子宮がんには2種類あ

ります。子宮頚部（入口

付近）にできる「頚部が

ん」と、子宮の奥にでき

る「体がん」です。

　

体がんは子宮がん全体

から見れば、5～10％とい

われていますが、最近増

える傾向にあります。一

般のがん検診では見付け

られません。

　

今回、次のとおり体がん

ん検診を行います。検査

は市内の医療機関で、子

宮内の細胞を直接取って

調べます。短時間ですみ

痛みもほとんどありませ

ん。受診をお勧めします

対象市内に居住する40

　

歳以上の女性

期日平成3年1月21日

　

～2月20日

手数料1，700円

定員先着50人

締切12月20日

申込先市保健センター

　

（容65・7333）へ電話で

●
大
野
市
出
身
者
の

　

成
人
式
参
加
受
け
付
け

　

大
野
市
出
身
者
で
、
昭
和
4
5
年

4
月
2
日
か
ら
4
6
年
4
月
1
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
が
、
大
野
市
の

成
人
式
に
参
加
し
た
い
場
合
は
、

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
容

6
6
●
－
1
1
1
内
線
5
4
2
）
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
成
人
式

は
、
来
年
1
月
1
5
日
、
成
人
の
日

に
市
民
会
館
で
行
い
ま
す
。

●
建
物
の
取
り
壊
し
後
は

　

税
務
課
へ
連
絡
を

　

土
地
、
建
物
な
ど
に
か
か
る
固

定
資
産
税
は
、
登
記
所
か
ら
の
通

知
、
所
有
者
か
ら
の
申
告
、
市
の

固
定
資
産
評
価
貝
の
現
地
調
査
な

ど
に
基
づ
き
課
税
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

・
・
・
・
●
・
一
・
I
・

特
に
、
未
登
記
の
建
物
の
取
り
壊

し
や
新
築
・
増
改
築
は
、
所
有
者

か
ら
の
連
絡
が
な
い
と
わ
か
り
に

く
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は

必
ず
、
市
役
所
税
務
課
資
産
税
係

（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
2
5
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
償
却
資
産
の
申
告
は

　

1
月
3
1
日
ま
で
に

　

1
月
1
日
現
在
で
、
市
内
に
事

業
用
償
却
資
産
（
そ
の
減
価
償
却

費
等
が
法
人
税
法
ま
た
は
所
得
税

法
に
基
づ
く
所
得
の
計
算
上
、
損

金
ま
た
は
必
要
経
費
に
算
入
さ
れ

る
機
械
、
器
具
等
）
を
所
有
す
る

法
人
や
個
人
は
、
地
方
税
法
の
規

定
に
よ
り
、
市
へ
申
告
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
申

告
期
限
は
、
毎
年
1
月
3
1
日
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
生
活
用
品
再
利
用
情
報
を

　

キ
ャ
プ
テ
ン
に
登
録

　

市
民
の
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
る

「
譲
っ
て
く
だ
さ
い
」
「
譲
り
ま
す
」

と
い
っ
た
生
活
用
品
再
利
用
情
報

を
キ
ャ
プ
テ
ン
シ
ス
テ
ム
に
登
録

し
ま
し
た
。
無
料
端
末
機
は
、
市

役
所
、
図
書
館
、
有
終
会
館
、
観

光
協
会
、
リ
ブ
レ
に
あ
り
ま
す
。

「
お
お
の
キ
ャ
プ
テ
ン
」
の
ボ
タ
ン

を
押
し
て
、
「
い
1
1
＃
●
暮
ら
し
に
役

立
つ
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
」
を
呼
び

出
し
て
く
だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
、

相
談
は
、
市
役
所
生
活
環
境
課

（
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
6
3
）

へ
ど
う
ぞ
。

●
人
権
に
関
す
る
相
談
は

　

人
権
擁
護
委
員
へ

　

1
2
月
4
日
か
ら
第
4
2
回
人
権
週

聞
か
始
ま
り
ま
す
。
法
務
局
や
人

権
擁
護
委
員
は
、
「
家
庭
内
や
近
隣

と
の
も
め
ご
と
、
騒
音
、
悪
臭
な

ど
の
公
害
、
不
当
な
差
別
や
い
や

が
ら
せ
、
い
じ
め
」
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
悩
み
ご
と
の
相
談
に
、
い

つ
で
も
応
じ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

の
相
談
も
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。
市
内
の
委
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。

大
門
俊
我
（
錦
町
4
1
1
1
1
1
一
豊
6
6
・

　

2
7
9
1
）

田
中
安
蘇
子
（
天
神
町
3
－
4
豊

　

6
6
・
4
o
Q
り
ｑ
″
）

中
村
定
一
（
不
動
堂
1
6
－
1
5
豊
6
7
・

　

1
5
5
6
）

井
尾
治
郎
左
ヱ
門
（
佐
開
い
H
－
1
6

　

豊
6
5
．
8
2
1
5
）

明
石
鐙
子
（
中
津
川
3
1
－
1
3
1
1

　

豊
6
5
．
5
5
6
0
）

●
国
の
進
学
ロ
ー
ン
」

　

予
約
受
け
付
け
中

　

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
進
学
ロ

ー
ン
の
予
約
申
し
込
み
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
大
学
、
短
大
、
高
専
、
高

　

校
な
ど
へ
の
進
学
予
定
者
の
親

　

族
ま
た
は
本
人

融
資
額
進
学
者
1
人
当
た
り
1

　

0
0
万
円
以
内

利
率
年
8
・
3
％

返
済
期
間
5
年
以
内

返
済
方
法
毎
月
元
利
均
等
返
済

申
込
先
最
寄
り
の
銀
行
、
信
用

　

金
庫
、
労
働
金
庫
、
農
協
な
ど

取
扱
期
間
4
月
3
0
日
ま
で

・
自
営
業
者
に
も

　

上
乗
せ
年
金
支
給

　

老
後
の
所
得
保
障
で
あ
る
公
的

年
金
の
う
ち
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な

ど
の
被
保
険
者
に
は
、
基
礎
年
金

の
土
台
の
上
に
厚
生
年
金
や
厚
生

年
金
基
金
な
ど
が
上
乗
せ
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
自
営
業
者
な
ど
の
被

保
険
者
に
は
基
礎
年
令
の
み
で
L

乗
せ
分
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
不

均
衡
を
解
消
し
、
国
民
み
ん
な
が

ゆ
と
り
の
あ
る
老
後
生
活
を
送
っ

て
も
ら
う
た
め
、
そ
の
上
乗
せ
分

と
し
て
、
平
成
3
年
4
月
か
ら
国

民
年
金
基
金
が
創
設
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
な
う
掛
金
や
給
付
金

の
増
額
に
つ
い
て
は
、
現
在
国
で

検
討
中
で
す
。

●
市
業
務
職
員
募
集

　

平
成
3
年
4
月
採
用
予
定
の
大
野

市
業
務
職
員
（
用
務
員
―
人
）
の
採

用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

受
験
資
格
昭
和
4
0
年
4
月
2
日
か

　

ら
昭
和
4
8
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

　

ま
れ
た
人
。
学
歴
、
免
許
、
性
別

　

不
問
。

試
験
1
2
月
1
6
日
⑧
午
前
9
時
か
ら

　

大
野
市
役
所
で
①
公
務
員
と
し
て

　

必
要
な
一
般
教
養
に
関
す
る
筆
記

　

試
験
（
択
一
式
）
②
文
章
に
よ
る
表

　

現
力
等
を
み
る
作
文
試
験
③
人
柄

　

性
格
等
を
み
る
面
接
試
験
を
実
施

受
付
期
間
1
2
月
3
日
旬
～
1
0
日
⑧

申
込
用
紙
の
請
求
●
問
合
せ
先
大

　

野
市
役
所
総
務
課
人
事
係
〒
9
1
2
大

　

野
市
天
神
町
1
1
1
容
6
6
・
1
1

　

1
1
内
線
2
2
3
）
へ
。
郵
便
で
の
請

　

求
は
、
封
筒
の
表
に
「
業
務
職
員

　

採
用
試
験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱

　

書
し
、
6
2
円
切
手
を
張
り
、
あ
て

　

先
、
郵
便
番
号
を
書
い
た
返
信
用

　

封
筒
を
同
封
の
こ
と
。



、
″
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E散歩

⑩
蓑
道

　

蓑
道
（
桶
本
哲
夫
区
長
、
四
十
四
戸
）
は

市
が
温
泉
を
掘
っ
て
い
る
僑
爪
と
隣
り
合
っ

た
、
阪
谷
地
区
で
は
比
較
的
大
き
い
集
落
で

す
。
伏
石
か
ら
落
合
を
通
り
過
ぎ
る
と
、
参

道
の
両
側
に
石
灯
ろ
う
が
並
ん
で
い
る
少
名

彦
神
社
が
あ
り
ま
す
。
祭
礼
は
八
月
二
十
八

日
で
、
青
年
会
が
維
持
管
理
し
、
土
俵
も
毎

年
昔
の
ま
ま
の
方
法
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
か
ら
坂
を
上
っ
て
い
く
と
、
集
落
の

中
央
に
佛
照
寺
が
あ
り
、
集
落
セ
ン
タ
ー
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
一
番
多
い
姓
は
藤
堂
で

す
が
、
県
会
議
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
藤
堂

作
衛
氏
（
故
人
）
の
家
も
あ
り
ま
す
。

　

毎
年
、
田
休
み
に
は
六
呂
師
の
円
山
公
園

で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
催
し
が
あ
り
、
生
ま
れ

た
ば
か
り
の
赤
ん
坊
か
ら
老
人
ま
で
こ
ぞ
っ

て
参
加
し
ま
す
。
今
年
も
約
百
八
ト
人
が
参

加
し
、
も
う
十
数
年
催
し
が
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

市
役
所
へ
は
い
ろ
い
ろ
の
税
金
や
掛
金
を

納
め
る
義
務
が
あ
り
ま
す
が
、
期
日
に
は
完

納
で
滞
納
ゼ
ロ
の
模
範
的
な
集
落
で
す
。
集

落
で
は
舗
装
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

冬
期
間
集
落
の
中
を
除
雪
車
が
入
り
や
す
い

よ
う
に
循
環
し
た
道
路
も
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
仲
が
良
く
何
を
す
る
に
も
み
ん
な
が
協

力
す
る
こ
と
が
自
慢
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

集
落
の
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
、
洞
善
寺
と

い
う
庵
寺
が
あ
り
ま
す
。
蓑
道
の
地
名
の
由
来

は
阪
谷
五
箇
村
誌
に
は
「
古
く
は
美
濃
道
と

も
書
き
、
往
古
平
泉
寺
よ
り
美
濃
に
通
ず
る

往
還
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
」
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
集
落
の
東
側
に
は
、
湯
の
谷
川
が

流
れ
、
生
活
用
水
、
獣
彫
用
水
の
水
源
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
（
T
）

市民のうごき

11月1日現在 前月比

匯帯数 11，297世帯 ＋8世帯

42，307人 ＋37人

人日 男 20，281人 ＋19人

必 22，026人 ＋18人

10月中の異動
転人 76人 出生 37人

転出 49人 死亡 27人

市内の交通事故状況（年・，ヽ6・お）

件数内訳
働成2年
10月末

｀ド成死力乙
IO月末 増減

総件数 343件 327件 ＋16件

人身

事故

件数 146件 153件 －7件

死者 2人 5人 －3人

傷者 188人 220人 －32人

物損事故 197件 174件 ＋23件

表
紙
の
こ
と
ば

　

二
代
目
「
ミ
ス
お
お
の
」
に

輝
い
た
の
は
、
前
か
ら
藤
井
幹

子
さ
ん
（
明
倫
町
・
2
3
歳
）
、

西
田
知
枝
さ
ん
（
福
井
市
・
1
9

歳
）
、
若
山
正
美
さ
ん
（
春
日
3
ヽ

・
2
3
歳
）
で
す
。
表
彰
式
で
水

引
き
の
王
冠
を
か
ぶ
せ
て
も
ら

い
ニ
ッ
コ
リ
。
早
速
写
真
撮
影

や
産
業
フ
ェ
ア
の
会
場
を
ま
わ

り
大
役
を
果
た
し
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

H
月
1
0
日
＊
I
―
（
日
は
、
お
お

の
産
業
フ
ェ
ア
。
折
し
も
寒
波

が
到
来
し
、
周
囲
の
山
々
は
雪

化
粧
と
な
り
ま
し
た
。
市
民
の

出
足
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

さ
す
が
に
農
林
商
工
一
体
と
な

っ
た
こ
の
催
し
、
大
勢
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
今
年
は
古

河
市
か
ら
も
特
産
品
が
出
品
さ

れ
、
洋
傘
が
大
人
気
で
し
た
。

厘X。見i弓・

　
　

「
赤
ち
ゃ
ん
に
は
絶

え
ず
話
し
か
け
た
り
、

歌
っ
て
あ
げ
た
り
す
る

こ
と
が
い
い
の
よ
。
お

な
か
に
赤
ち
ゃ
ん
が
い

る
時
こ
そ
大
事
な
の
。

知
ら
ぬ
ま
に
赤
ち
ゃ
ん
の
心
に
い
い
こ
と
ば
、

い
い
歌
が
貯
金
さ
れ
て
い
く
ん
だ
か
ら
」
▼
こ

れ
は
先
日
、
私
宅
を
訪
れ
た
大
野
市
出
身
の
声

楽
家
塚
本
貞
子
さ
ん
が
、
胎
に
言
っ
た
こ
と
ば

で
あ
る
。
姪
の
T
さ
ん
は
、
童
謡
の
会
員
で
あ

る
が
、
赤
ち
ゃ
ん
が
で
き
た
た
め
歌
の
会
は
お

休
み
中
。
そ
の
た
め
、
私
の
顔
を
見
る
な
り
。

　

「
お
休
み
ば
か
り
で
ご
め
ん
な
さ
い
」
と
言
っ

た
の
に
、
間
髪
を
入
れ
ず
返
し
た
こ
と
ば
で
あ

る
？
「
犬
の
お
ま
わ
り
さ
ん
」
と
い
う
童
謡
を

指
導
し
た
時
の
こ
と
、
練
習
会
が
終
っ
て
つ
か

つ
か
と
や
っ
て
き
た
若
い
お
母
さ
ん
が
「
先
生

私
、
毎
晩
こ
の
歌
を
坊
や
に
歌
う
の
。
す
る
と

い
い
顔
で
、
す
や
す
や
寝
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

い
い
歌
で
す
。
大
好
き
な
歌
で
す
」
と
？
最
近

の
お
母
さ
ん
の
中
に
は
、
核
家
族
で
家
事
・
育

児
一
切
を
一
人
で
さ
ば
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
、
赤
ち
ゃ
ん
が
泣
こ
う
が
、
わ
め
こ
う
が
、

時
間
が
く
る
と
ベ
ビ
ー
ペ
ッ
ト
に
入
れ
、
泣
き

く
た
び
れ
て
、
泣
き
寝
入
り
す
る
の
を
待
つ
と

い
う
。
「
お
か
げ
で
抱
き
ぐ
せ
か
つ
か
な
い
わ
」

そ
う
言
わ
れ
る
と
、
黙
ら
ざ
る
を
得
な
い
？
も

し
親
子
の
会
話
が
途
絶
え
れ
ば
、
子
供
は
こ
と

ば
を
忘
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
カ
ナ
リ
ア
な
ら
、

月
夜
の
海
に
浮
か
べ
れ
ば
、
忘
れ
た
歌
を
思
い

だ
す
だ
ろ
う
が
…
…
八
コ
か
ら
で
も
遅
く
な
い
。

心
の
栄
養
と
な
る
優
し
い
お
母
さ
ん
の
お
話
や

歌
声
を
き
か
せ
て
あ
げ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
（
K
）

発
行
福
井
県
大
野
市
編
集
総
務
課
広
報
広
聴
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）
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